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・合併浄化槽の処理水は宅内最終桝を経由して放流すること。

・管の交差部はｸﾘｱﾗﾝｽを10cm以上確保すること。

流水方向

・宅内排水管の土被りは20cm以上確保すること。

画地番号

・開発協議の対象は最終桝から一次放流先までとする。

水道管仕切弁

画地面積(㎡)

給水管HIVP20・量水器

計画高(m)

雨水桝φ350→VU150 10‰以上

(泥だめ15cm)

(泥だめ15cm)

L型側溝

凡 例

土被り0.60m以下-コンクリート保護

・PRPとは、ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管を意味する。
・本管への接続は支管接合とする。

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(ﾂｲｽﾄﾊﾞｰ50mmﾋﾟｯﾁ) T-14 

土被り0.60m以下-コンクリート保護

注記)・ﾏﾝﾎｰﾙへの接続には可とう継手を使用すること。

申請区域

道路集水桝→VU150 10‰以上

・放流先の管底は通常水位以上とすること。

・ﾏﾝﾎｰﾙ鉄蓋は浮上防止の汎用品を使用すること。

　　・図面内の高さ標記は全てTP表示(標高)である。

・各区画における予定建築物は一戸建ての住宅とする。

　　・開発区域界には、構造物または金属鋲などで境界明示をすること。

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-14・ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

自由勾配側溝300
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